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糖
尿
病
は
西
洋
医
学
の
病
名
で
あ
り
、
口
の
渇
き
と
全
身
倦
怠

感
を
そ
の
初
期
の
典
型
的
な
症
状
と
す
る
。
中
国
医
学
に
は
、
そ

れ
に
相
当
す
る
病
気
と
し
て
消
渇
（
消
ｌ
消
耗
す
る
、
渇
ｌ
口
渇
の

意
）
が
存
在
す
る
。
よ
っ
て
本
文
で
は
代
表
的
中
国
医
書
よ
り
消

渇
に
関
す
る
記
載
を
と
り
あ
げ
て
そ
の
歴
史
変
遷
を
探
っ
て
み

ブ
（
》
Ｏ

（
一
）
最
初
の
中
国
医
書
Ｉ
「
黄
帝
内
経
』

『
黄
帝
内
経
」
奇
病
論
篇
に
消
渇
の
名
称
が
あ
り
、
「
美
食
の
結

果
で
あ
り
…
い
く
ら
水
を
飲
ん
で
も
飲
み
足
り
な
い
：
．
こ
れ
に
は

藺
草
を
煎
服
さ
せ
る
」
と
そ
の
病
因
と
症
状
、
治
療
に
つ
い
て
簡

単
に
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
内
科
専
門
書
で
な
い
た
め
、
規

範
化
さ
れ
た
治
療
が
欠
如
し
て
い
る
。

（
二
）
最
初
の
中
国
医
学
内
科
専
門
書
Ｉ
『
傷
寒
雑
病
論
』

本
書
は
東
漢
張
仲
景
（
約
一
五
○
’
一
二
九
年
）
に
よ
り
書
か
れ
、

40

中
国
医
書
に
み
ら
れ
る
糖
尿
病

魯
紅
梅

『
黄
帝
内
経
」
の
基
本
理
論
を
継
承
し
、
弁
証
論
治
の
理
論
を
確
立

し
て
中
医
内
科
の
基
礎
を
築
い
た
。
消
渇
に
つ
い
て
も
、
『
金
置
要

略
」
消
渇
篇
に
、
病
的
口
渇
を
三
つ
に
分
け
て
腎
気
円
の
証
、
五

苓
散
の
証
、
文
蛤
散
の
証
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
治
療
方
剤
を
詳

し
く
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
五
苓
散
の
証
は
「
小
便
不
利
：
．
渇

欲
飲
水
、
水
入
則
吐
」
と
あ
り
、
糖
尿
病
の
典
型
症
状
と
は
言
い

難
い
。（

三
）
最
初
の
病
因
証
候
学
の
専
門
害
Ｉ
「
諸
病
源
候
論
」

六
一
○
年
、
晴
代
医
家
巣
元
方
に
よ
り
編
纂
さ
れ
、
上
記
の
二

害
よ
り
も
病
因
と
証
候
を
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
。
消
渇
は
美

食
の
人
に
発
生
し
、
口
渇
、
多
尿
の
症
状
を
呈
し
、
多
く
廠
疽
を

発
生
す
る
と
説
明
し
た
。
消
渇
の
治
療
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
が
、
補
養
宣
導
の
養
生
法
が
詳
し
く
書
か
れ
て
あ
る
。
例

え
ば
、
「
養
生
法
云
人
睡
臥
勿
張
口
：
・
其
浸
熨
鍼
石
別
有
正
方
」
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
其
提
熨
鍼
石
別
有
正
方
」
と
は
当
時
に

方
剤
の
書
物
が
か
な
り
多
く
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
治
療

よ
り
も
養
生
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
の
は
示
唆
に
富
む
。

（
四
）
内
科
治
療
の
専
門
著
作
『
千
金
要
方
』

唐
代
医
家
孫
思
遡
（
五
八
一
’
六
八
二
年
）
は
消
渇
の
病
因
病
機
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に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
る
と
同
時
に
、
大
量
の
治
療
方
剤
の
ほ
か

に
鍼
灸
治
療
も
加
え
た
。
お
酒
を
長
期
飲
用
す
れ
ば
消
渇
に
な
る

と
説
明
し
、
治
療
に
つ
い
て
は
「
治
消
渇
除
腸
胄
実
熱
方
」
や
「
猪

肚
丸
治
消
渇
方
」
な
ど
方
剤
を
五
一
種
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
な

か
で
か
な
り
の
数
の
方
剤
が
今
な
お
臨
床
で
応
用
さ
れ
て
い
る
。

鍼
灸
治
療
に
つ
い
て
は
「
消
渇
病
で
百
日
以
上
経
て
ば
鍼
灸
を
し

て
は
な
ら
ぬ
…
罹
っ
た
ば
か
り
の
患
者
は
鍼
灸
し
て
も
よ
い
」
と

あ
っ
て
、
鍼
灸
治
療
の
適
応
と
禁
忌
を
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、

禁
忌
法
に
つ
い
て
書
い
て
あ
り
、
「
一
飲
酒
、
二
房
労
、
三
鰄
食
と

蕊
」
と
あ
っ
て
、
飲
食
、
房
労
、
鰔
食
と
麺
を
慎
め
ば
、
服
薬
し

な
く
て
も
治
癒
す
る
と
説
明
し
た
。

以
上
を
要
約
す
れ
ば
、
消
渇
の
名
称
と
基
本
理
論
は
「
黄
帝
内

経
」
に
由
来
し
、
証
候
類
型
と
臨
床
症
状
は
「
金
置
要
略
」
と
『
諸

病
源
候
論
」
に
よ
り
補
充
、
発
展
さ
れ
、
弁
証
施
治
は
「
金
置
要

略
」
と
『
千
金
要
方
」
に
よ
り
充
実
さ
れ
、
時
代
の
変
遷
と
と
も

に
消
渇
の
理
論
が
し
だ
い
に
成
熟
し
、
後
世
の
治
療
に
確
固
た
る

基
礎
を
築
い
た
。

糖
尿
病
の
歴
史
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
医
学
は
時
代
と
と
も
に

発
展
し
、
各
種
の
疾
病
は
段
々
征
服
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、

医
学
が
ど
ん
な
に
発
達
し
て
あ
る
と
い
っ
て
も
「
上
工
不
治
巳
病

治
未
病
」
の
よ
う
に
、
病
気
の
予
防
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

（
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天
堂
大
学
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史
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）


